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「
　
は
じ
め
に

（1）

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
文
献
は
、
漢
字
と
片
仮
名
の
交
え
方
の
相
違
に
よ
っ
て
、
二
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
漢

字
表
記
が
中
心
で
片
仮
名
表
記
は
助
詞
・
助
動
詞
・
送
り
仮
名
の
類
で
あ
る
も
の
を
片
仮
名
交
り
文
、
片
仮
名
表
記
が
中
心
で
若
干
の
漢
字

表
記
を
交
え
る
も
の
を
漢
字
交
り
片
仮
名
文
と
し
て
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
類
の
片
仮
名
文
を
、
語
（
自
立
語
）
の
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
片
仮
名
交
り
文
で
は
、
語
の
表
記
は
原
則
と
し
て
漢
字
表

（2）

記
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
語
は
字
音
語
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
若
干
の
和

（3）

語
が
加
わ
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
は
字
音
語
は
多
く
漢
字
表
記
さ
れ
る
が
、
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
片
仮
名
表

記
さ
れ
た
字
音
語
に
つ
い
て
は
、
高
羽
五
郎
氏
に
、
振
り
仮
名
が
附
さ
れ
た
字
音
語
と
比
較
し
っ
つ
、
音
韻
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

（4）

た
論
敦
が
あ
る
。
本
敦
で
は
、
観
点
を
か
え
て
、
語
彙
的
性
格
の
面
か
ら
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
語
が
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
て
み
た
い
。

考
察
の
対
象
と
す
る
文
献
は
、
次
の
三
文
献
で
あ
る
。
（
使
用
し
た
影
印
本
文
及
び
索
引
は
併
記
の
通
り
）

『
法
華
百
座
間
書
抄
』
（
『
法
華
修
法
一
百
座
間
書
抄
』
勉
誠
社
文
庫
・
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
小
林
芳
規
編
）

天
仁
三
年
（
二
一
〇
）
法
華
経
を
あ
る
内
親
王
の
発
願
に
よ
り
、
一
百
座
に
わ
た
っ
て
開
講
演
説
し
た
法
談
を
筆
記
し
た
も
の
。

現
存
の
法
隆
寺
本
は
平
仮
名
文
の
よ
り
大
き
な
原
本
を
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
抄
出
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
院
政
末
期
の
書
写
と

さ
れ
る
。

『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
　
（
『
宝
物
集
』
古
典
保
存
会
）

平
康
額
が
鬼
界
が
島
か
ら
治
承
三
年
（
二
七
九
）
帰
洛
後
、
数
年
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
書
寮
本
は
平
康

頼
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
初
期
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。

『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
　
（
『
三
宝
絵
詞
上
・
下
』
勉
誠
社
文
庫
・
『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』
馬
淵
和
夫
監
修
　
中
央
大
学
国
語
研
究
会
編
）

源
為
憲
の
撰
述
。
序
に
よ
れ
ば
永
観
二
年
（
九
八
四
）
尊
子
内
親
王
に
奉
ら
れ
た
。
観
智
院
本
は
巻
下
に
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）

書
写
の
奥
書
が
あ
る
。
巻
上
は
片
仮
名
交
り
文
、
巻
中
・
下
は
漢
字
交
り
片
仮
名
文
の
表
記
様
式
で
あ
る
。
（
な
お
、
本
資
料
に
お
い
て

は
、
片
仮
名
表
記
字
音
語
の
例
は
す
べ
て
巻
中
・
下
か
ら
見
出
さ
れ
た
）

こ
れ
ら
三
文
献
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
典
型
的
な
漢
字
交
り
片
仮
名
文
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
文
献
は
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
本
の
成

立
事
情
・
対
象
と
し
た
本
文
の
書
写
過
程
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
見
ら
れ
る
片
仮
名
表
記
の
字
音
語
の
性
格
を
相
互
に
比
較
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
字
音
語
の
片
仮
名
表
記
が
、
個
々
の
文
献
に
固
有
の
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
か
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
と
い
う
表
記



様
式
に
共
通
す
る
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
か
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

二
、
語
彙
面
か
ら
の
検
討

三
資
料
か
ら
採
集
し
た
片
仮
名
表
記
字
音
語
を
、
ま
ず
固
有
名
詞
と
そ
れ
以
外
（
普
通
名
詞
類
）
と
に
類
別
し
た
。
な
お
、
『
法
華
百
座
間
書

抄
』
に
3
例
・
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
に
1
例
の
平
仮
名
表
記
字
音
語
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
極
少
数
例
で
あ
り
、
平
仮
名
表
記
さ
れ
た
固

有
の
理
由
を
見
出
し
得
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
片
仮
名
表
記
字
音
語
と
同
様
に
扱
う
こ
と
と
し
た
（
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』

は
書
写
の
過
程
で
平
仮
名
文
か
ら
片
仮
名
文
へ
の
書
き
換
え
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
書
き
換
え
の
際
の
漏
れ
と
も
考
え
ら
れ

る）。こ
こ
で
は
固
有
名
詞
を
次
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
語
と
し
た
。

普
通
名
詞
は
同
種
の
事
物
を
一
般
的
に
表
わ
す
。
一
方
、
固
有
名
詞
は
そ
の
同
種
の
事
物
の
内
個
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
を
他
と
区

別
し
て
表
わ
す
。
普
通
名
詞
が
事
物
の
属
性
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、
固
有
名
詞
は
事
物
の
属
性
そ
の
も
の
を
表
わ
さ
ず
、
そ
の
事
物

（5）

を
単
に
指
示
す
る
。
つ
ま
り
、
固
有
名
詞
は
内
包
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
。

各
資
料
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
、
用
例
表
示
は
次
の
通
り
と
し
た
。
用
例
表
上
欄
は
、
片
仮
名
表
記
用
例
・
推
定
さ
れ
る
漢
字
表
記
・

用
例
所
在
、
中
欄
は
、
後
に
述
べ
る
平
安
中
・
後
期
和
文
作
品
に
お
け
る
当
該
語
の
有
無
、
下
欄
は
、
各
資
料
に
お
け
る
当
該
語
の
漢
字
表
記
の
あ
る
も

の
の
用
例
数
を
示
し
た
）
。
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×

×

×

×

×

×

×
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〇
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×

×
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レ
イ

レ
ウ
シ

ワ
ウ

ヰ
ネ
ウ
（
ス
）

一
テ
ィ

大
バ
ン
石

破
戒
ム
サ
ム

「
エ
ン
「
界

例猟
師
王囲
続
滞盤無

漸
緑

オ
猫

オ
0
5
2
　
オ
蟻

ウ
蟻

オ
1
5
1
オ
棚

オ
2
9
1

オ
調
オ
鵬

オ
4
0
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〇
〇
〇
〇
〇

×

×

×

×

×

〇
〇
〇
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×
×
×
×

×
×
×
×
×

×
×
○
×
×

×
×
×
×
×

『
図
書
寮
本
宝
物
集
』

【
固
有
名
詞
】

ヰ
ヒ
ン

バ
ク
ユ

孟
シ
ャ
ウ
君

カ
ウ
リ
ヨ

コ
ウ
セ
ム

観
サ
ン

マ
ヤ
シ
ラ
女

キ
ウ
泉

消
浜
伯
玲
嘗開
聞
勾
践
算摩
耶
戸
羅

九

q

′

H

1

　

　

7

り

ー

　

　

j

n
H
H
U
　
　
2

0

バ

リ
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
○
×
×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×
×
×
×

×
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

【
普
通
名
詞
類
】

正
ヒ

ヱク
（
ス
）

セ
イ
（
ス
）

フ
ク

ム
ケ
（
ニ
）

ホ
ウ

白
ラ
イ

シ
ウ

サ
ウ
ソ
ウ

テ
ウ
フ
キ

下
ス

コ
ウ
カ
ム

ケ
カ
（
ツ
）

チ
ヤ
ク

シ
ツ
タ
樹

セ
ム
フ
ク

セ
イ
ロ

薇檜具制福無
下
？

法療主葬
送
調
伏
種
・
衆
・
主

紅
顔
飢
渇
嫡悉
達
？

暗
萄
世
路
・
生
路

り
一
へ
J
nHHHU㈱

㈱

　

3

3

6

　

5

2

2

　

触

り
ー
9nHHU

641n
V
U
．
4

↓
一
3り
レ

ハ
n
U
r
J
り
乙

nHHU
り
ー
つ
J

573634侶
叫
45

0

ハ

H

U

．
4n

X
U

15n
X
U
459m

m
9＝M糾PnU

×
×
○
×
×

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

×
〇
〇
〇
×

×

×

×

×

×

〇
〇
〇
×
〇

〇
〇
〇
〇
〇

×
×
×
×
×

×
○
○
×
×

×
×
○
×
×

×
×
×
×
×

〇
〇
〇
×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

具
ス
1

法
9
　
悌
法
4
　
仏
法
1
0
　
諸
法
2

主
1

下
主
1

飢
渇
枯
乾
1



ヰ
ネ
ウ

ハ
ム
シ
ャ
ウ

ロ
ウ

ヒ
ス
イ

ホ
ウ
シ

ヤ
ウ

囲
摸
繁
昌
・
繁
盛

模索
翠
法
師
様

（
イ
カ
）
ヤ
ウ

（
カ
）
ヤ
ウ

如
何
様

斯
様

7

n

H

U

7ハ
h
H
U

へ
J
7ハ

U

J

一

U

U

739797A
U
ハ
U

偶
問
一
隅
聞
．
m
…
＋
m
 
l
q
l
。
個
　
別
　
飢

0
　
　
n
H
U
 
O
 
O
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
5

抽
　
脚
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1
n
u
U
．

ハ

h

U

　

　

ハ

h

U

 

n

X

H

U

 

n

X

U

111

仰
　
Ⅲ
　
2
3
5
刑
6
8
9
棚
7
5
3
鵬 ×

○
×
×
×

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

×
×
○
×
×

〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
×
×

〇
〇
〇
×
○

法
師
1
3

『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』

【
固
有
名
詞
】

ケ
ム
コ
ウ

サ
ウ
（
テ
ラ
）

ソ
レ

タ
ー
イ
ム

マ
レ
イ
山

ヤ
ウ
ケ
ム
王

阿
ミ
た
仏

賢
劫

つ・・詐
蓮

つ
；

つ・・影
堅
弥
陀

下
0
5
ウ
3
地

中
2
6
オ
1
地

下
2
9
オ
2
地

下
0
6
ウ
6
地

下
1
4
ウ
1
詞

下
0
6
ウ
4
地

下
6
1
オ
5
詞

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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×

×
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〇
〇

阿
弥
陀
経
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鎌
　
倉

子
ム
禅
師

乃
ウ
サ
寺

【
普
通
名
詞
類
】

ウ
バ
ラ
花
比
丘
尼

カ
ウ

カ
ウ
（
ス
）

カ
タ
（
ス
）

カ
リ
ロ
ク

ク
（
ス
）

ク
（
ス
）

時
　
代
　
語
　
研
　
究

念濃
於

中

1

1

ウ

1

話

中
2
6
ウ
3
地

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〓
ハ

コス
ク
ラ

ス
チ
セ
イ
（
ス
）

セ
ム
タ
ム

セ
ム
フ
ク

テ
ウ
庸

ト
ク

フ
シ
キ

優
鉢
羅

香講講詞
梨
勒

供具碁修
多
羅

術制栴
檀
占
萄
調徳不

思
議

下
3
1
ウ
5
地

下

0

5

オ

5

詞

下

0

8

ウ

3

詞

中
1
0
ウ
5
地

下
2
3
オ
2
地

下
6
0
オ
4
詞

中
3
7
オ
8
話

下
2
0
オ
6
地

中
2
9
オ
7
地

中
3
5
ウ
2
地

中
3
8
ウ
4
話

中
2
4
オ
7
話

下
1
9
オ
7
地

下
0
5
オ
2
詞

中
2
7
ウ
5
地

中
2
0
オ
4
地

中
3
0
ウ
1
地

×

×

×

×

×

〇
〇
〇
×
○

×
×
○
×
×

×
×
○
×
×

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

〇
〇
〇
〇
〇

×
〇
〇
〇
×

×
×
×
×
×

×
○
×
×
×

×
〇
〇
〇
×

×
×
○
×
×

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

〇
〇
〇
×
○

×

×

×

×

×

優
鉢
羅
花
比
丘
尼
1

香
1
9

講
2
0

詞
梨
勒
丸
1

供
3

碁
1

制
1

栴
檀
1

調
庸
1

徳
7

不
思
議
1



フ
タ
イ

モ
ム

ル
リ

レ
ウ

レ
ウ
（
ス
）

（
ウ
チ
）
レ
ウ
（
ス
）

（
シ
バ
リ
）
レ
ウ
（
ス
）

大
シ

舞
台

文瑠
璃

料捜接接両日

下
3
1
ウ
3
地

下
0
5
ウ
3
地

中
0
7
オ
3
地

中
1
8
オ
8
詞

中

2

8

ウ

2

話

中

2

8

ウ

6

地

中
0
7
ウ
8
地

中
2
8
ウ
2
話

中
2
0
オ
4
地

×
×
○
×
×

○
×
×
×
×

×
○
○
×
×

×
○
○
×
×

×
×
×
×
○

×
×
×
×
○

×
×
×
×
○

×
×
×
×
×

文
1
7

料
2

大
師
2
0

1
　
固
有
名
詞

ま
ず
こ
こ
で
、
固
有
名
詞
が
仮
名
表
記
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
固
有
名
詞
は
内
包
と
し
て
の
意

味
を
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
語
の
理
解
に
お
い
て
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
固
有
名
詞
に

お
い
て
は
、
漢
字
表
記
を
構
成
す
る
個
々
の
漢
字
が
本
来
対
応
す
る
何
等
か
の
意
味
的
な
単
位
（
語
・
形
態
素
な
ど
）
は
、
語
の
理
解
に
対
し

て
機
能
を
果
さ
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
同
音
異
語
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
漢
字
表
記
の
違
い
に
よ
る
区
別
は
、
異
な
る
文
字
で
表
記
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
別
語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
漢
字
の
表
意
機
能
は
語
の
区
別
に
対
し
て
積
極
的
な
機
能
を
果
さ
な
い
。
ま

た
一
方
、
実
際
に
語
を
書
記
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
語
と
漢
字
の
表
意
性
と
の
間
に
関
連
が
な
い
た
め
、
漢
字
表
記
の
思
い
浮
ば
な
い
語

に
つ
い
て
は
、
意
味
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
漢
字
表
記
を
推
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

＜
表
一
∨

数語ベ延 数語りな異

法
華
百
座

詞名有固
％41618 ％66443

如5418 射35443

例用総
231 37

081 57

宝

物

集

詞名有園
％79211 ％00528

如9111 如5328

例用総
73 13

85 43

三
宝
絵
詞

詞名有固
％7529 ％039

例用総
53 03

（
　
）
内
は
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
「
カ
ヤ
ウ
」
「
イ
カ
ヤ
ウ
」
を
含
む
数
値

（
表
一
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
に
固
有
名
詞
の
用
例
が
多
い
の
に
対
し
て
、
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
『
観
智
院
本
三
宝
絵

詞
』
で
は
極
少
数
に
留
ま
る
。
こ
れ
は
、
各
資
料
の
言
語
量
（
文
字
数
換
算
で
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
約
二
五
〇
〇
〇
字
・
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』

約
三
〇
〇
〇
〇
字
・
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
約
六
〇
〇
〇
〇
字
）
と
対
比
し
て
み
て
も
首
肯
で
き
る
。
さ
ら
に
、
三
資
料
に
お
け
る
固
有
名
詞
の

片
仮
名
表
記
字
音
語
例
を
見
る
と
、
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
が
、
延
べ
語
数
・
異
な
り
語
数
と
も
に
総
用
例
中
の
固

有
名
詞
の
比
率
が
、
ほ
ぼ
2
0
％
か
ら
3
0
％
の
範
囲
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
の
み
全
用
例
中
の
固
有
名
詞
の
比
率
が
延
べ

語
数
で
約
6
0
％
・
異
な
り
語
数
で
約
4
5
％
と
高
く
、
ま
た
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
の
差
か
ら
、
同
じ
語
が
繰
り
返
し
片
仮
名
表
記
さ
れ
て



い
る
こ
と
が
分
か
る
（
な
お
、
普
通
名
詞
類
に
分
類
し
た
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
「
カ
ヤ
ウ
」
「
イ
カ
ヤ
ウ
」
は
、
《
2
　
普
通
名
詞
類
》
の
項
で
述
べ
る
理
由

か
ら
、
果
た
し
て
当
時
一
般
に
字
音
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
考
察
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
語
は
、
原
則
と

し
て
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
表
一
中
で
は
、
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
用
例
数
を
加
え
た
数
値
は
（
　
）
　
に
入
れ
て
示
し
た
。
な
お
、
『
観
智
院
本
三

宝
絵
詞
』
に
は
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
語
そ
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
）
。
こ
の
よ
う
な
三
資
料
に
お
け
る
差
異
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
生
じ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
資
料
の
表
記
は
字
音
語
は
漢
字
中
心
・
和
語
は
片
仮
名
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
書
記
者
が
、

こ
の
よ
う
な
表
記
様
式
を
規
則
と
し
て
意
図
的
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
規
則
は
固
有
名
詞
に
お
い
て
は
形
式
的
な
も
の

と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
の
表
記
規
則
に
ど
の
程
度
厳
密
に
従
う
か
に
つ
い
て
の
書
記
者
の
態
度
に
よ
っ
て
、
用
例
数
の
多
寡
に
違
い
が

生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
資
料
の
書
記
の
丁
寧
さ
を
比
べ
て
み
る
と
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
が
も
っ
と
も
革
稿
本
的
で
あ
り
、
『
観
智
院

本
三
宝
絵
詞
』
が
も
っ
と
も
定
稿
本
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
が
表
記
規
則
に
従
う
態
度
が
も
っ
と
も
緩
や
か
だ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
に
お
い
て
、
全
用
例
中
の
固
有
名
詞
の
比
率
が
高
く
、
ま
た
同
じ

語
が
繰
り
返
し
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
、
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
で
は
、
固
有
名
詞
の
片
仮
名
表
記
例
は
少
数
に
留
ま
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
二
資
料

で
は
、
字
音
語
の
表
記
は
漢
字
表
記
と
い
う
規
則
に
従
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
漢
字
表
記
が
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
た
め
の
当

座
の
表
記
と
し
て
片
仮
名
表
記
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
の
「
バ
ク
ユ
（
伯
玲
）
」
「
マ
ヤ
シ
ラ

女
（
摩
耶
F
羅
）
」
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
の
「
阿
ミ
た
仏
」
に
は
漢
字
表
記
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
の
理
由
を
考
え
る
べ
き

か
も
知
れ
な
い
。

勿
論
、
個
々
の
語
が
そ
の
箇
所
に
お
い
て
な
ぜ
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
の
か
（
何
等
か
の
意
図
を
持
っ
た
表
記
か
、
漢
字
表
記
が
思
い
浮
か
ば
な

い
た
め
の
当
座
の
表
記
か
）
を
、
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
固
有
名
詞
の
語
彙
的
性
格
が
片

中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て
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仮
名
表
記
さ
れ
る
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
な
お
、
語
の
一
部
の
み
を
片
仮
名
表
記
し
た
例
は
、
漢
字
表
記
が
思
い
浮
か
ば

な
い
た
め
の
当
座
の
表
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
方
に
漢
字
表
記
例
も
あ
る
片
仮
名
表
記
例
に
つ
い
て
は
、
固
有
名
詞
が
語

の
理
解
に
お
い
て
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
書
記
の
際
の
省
力
化
を
優
先
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

2
　
普
通
名
詞
類

こ
こ
で
は
、
用
例
中
、
固
有
名
詞
以
外
の
語
を
扱
う
。
普
通
名
詞
類
と
い
う
名
称
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
品
詞
と
し
て
は
名
詞
以

外
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。

普
通
名
詞
嬢
の
語
彙
的
性
格
を
探
る
た
め
に
、
平
安
中
・
後
期
和
文
の
語
彙
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
比
較
の
対
象
と
し
た
資
料
は
、
次
の

五
文
献
で
あ
る
。

晴
輪
日
記
（
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
）

枕
草
子
（
『
枕
草
子
総
索
引
』
榊
原
邦
彦
・
武
山
隆
昭
・
塚
原
清
・
藤
掛
和
美
）

源
氏
物
語
（
『
源
氏
物
語
大
成
索
引
篇
』
池
田
亀
鑑
）

紫
式
部
日
記
（
『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
』
東
京
教
育
大
学
中
古
文
学
研
究
会
）

更
級
日
記
（
『
更
級
日
記
総
索
引
』
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
）

語
の
検
索
に
当
っ
て
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
名
詞
と
を
区
別
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
複
合
語
の
下
位
要
素
で
あ
っ
て
も
意
味
的
に
独
立
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
取
り
上
げ
た
。



＜
表
二
＞

数語ベ延 数語りな異

法
華
百
座

通共文ロイ不 ％94582 ％78491

語 射86767 射21512

詞名通普 15 93

類 99 14

宝

物

集

通共文ロイ芥
っ

％77551 ％22521

語 鋸66763 射77551

詞名通普 62 32

類 74 62

三
宝
絵
詞

通共文和

語

％29681 ％91631

詞名通普

類

62 12

（
　
）
内
は
「
ヤ
ウ
　
（
様
）
」
「
カ
ヤ
ウ
」
「
イ
カ
ヤ
ウ
」
を
含
む
数
値

検
索
の
結
果
、
（
表
二
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
資
料
の
普
通
名
詞
類
の
片
仮
名
表
記
字
音
語
は
、
ほ
ぼ
5
0
％
か
ら
7
0
％
が
平
安
中
・
後
期
和

文
に
見
ら
れ
る
字
音
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
各
和
文
資
料
に
お
け
る
語
の
有
無
は
用
例
表
・
中
欄
）
。

な
お
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
ヤ
ウ
　
（
様
）
」
類
の
語
は
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
で
は
片
仮
名
表
記
例
4
8
例
に
対
し
て
、
漢
字
表
記
例

4
例
、
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
で
は
片
仮
名
表
記
例
の
み
で
2
1
例
で
あ
る
（
な
お
、
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
に
は
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
町
語
そ
の
も

の
が
見
ら
れ
な
い
）
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
語
は
、
果
た
し
て
当
時
一
般
に
字
音
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
考
察
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
語
は
、
原
則
と
し
て
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
表
二
中
で
は
、
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の

中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て
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用
例
数
を
加
え
た
数
値
は
　
（
　
）
　
に
入
れ
て
示
し
た
。

和
文
語
に
見
ら
れ
る
字
音
語
（
漢
語
）
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
博
士
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
「
一
般
に
仮
名
文
字
に
出
て
来

る
漢
語
は
、
そ
の
性
格
が
訓
点
資
料
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
、
実
際
に
作
者
の
脳
裏
に
あ
り
、
社
会
一
般
で
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
、
所
謂
「
表
現

（6）

語
彙
」
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
勿
論
、
「
表
現
語
彙
」
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
語
の
性
格
は
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
作
品
毎
に

そ
の
範
囲
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
和
文
語
に
見
ら
れ
る
字
音
語
の
語
彙
的
な
性
格
と
し
て
一
般
化
で
き
る
の
は
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
お

い
て
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用
い
ら
れ
た
語
彙
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
今
回
比
較
の
対
象
と
し
た
平
安
中
・
後
期
和
文
資
料
は
、
い
ず
れ
も
文
芸
的
な
意
図
を
も
っ
て
創
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た

描
か
れ
て
い
る
世
界
も
貴
族
社
会
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
語
彙
的
な
偏
り
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用

い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
和
文
作
品
中
に
見
出
さ
れ
な
い
字
音
語
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本

致
で
取
り
上
げ
た
漢
字
交
り
片
仮
名
文
三
資
料
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
の
内
、
普
通
名
詞
類
に
は
、
今
回
比
較
の
対
象
と
し
た
平
安

中
・
後
期
和
文
作
品
に
見
出
さ
れ
な
い
語
の
中
に
も
、
更
に
、
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
の
語
彙
的
性
格
は
次
の
様
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
字
音
語
で
あ
っ
て
も
日
常
の
言
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
漢
字
の
表
意
機
能
の
支
え
な
し
に
、
つ
ま
り
音
形
を
示
す
の
み
で
語
と
し
て
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
表
記
さ
れ
た
際
に
も
、
表
音
文
字
に
よ
っ
て
（
こ
の
場
合
片
仮
名
に
よ
っ
て
）
表
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
漢
字
表
記
の
表
意
機

能
を
必
ず
し
も
必
要
と
せ
ず
、
理
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
語
に
お
い
て
も
、
「
さ
い
ご
」
「
し
ょ
く
じ
」
「
い
っ
ぽ
う
」
「
べ
ん
き
ょ

う
」
な
ど
の
語
が
仮
名
表
記
さ
れ
て
も
、
こ
れ
ら
の
語
が
出
現
し
得
る
文
脈
中
に
あ
る
限
り
、
語
の
理
解
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
ら
の
語
の
仮
名
表
記
に
違
和
感
が
あ
る
の
は
、
現
代
語
が
、
語
（
自
立
語
）
の
表
記
は
原
則
と
し
て
漢
字
表
記
と
い
う
表
記
様
式
を
採
っ
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
語
は
、
日
常
的
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
か
ら
、
書
記
す
る
際
に
漢
字
表
記
が
思
い
浮
か
ば



な
い
と
い
う
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
。
取
り
上
げ
た
三
資
料
を
見
て
も
、
字
音
語
の
表
記
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
片
仮
名
表
記
は
極
少
数
で
あ
り
、

片
仮
名
表
記
例
の
他
に
漢
字
表
記
例
の
見
出
さ
れ
る
語
も
あ
る
（
用
例
表
・
下
欄
）
。

漢
字
交
り
片
仮
名
文
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
語
が
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い

て
、
和
語
と
同
等
に
用
い
ら
れ
る
字
音
語
に
対
し
て
は
、
そ
の
語
が
字
音
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
明
瞭
に
持
た
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
資
料
の
表
記
は
字
音
語
は
漢
字
中
心
・
和
語
は
片
仮
名
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
書
記
者
が
、

こ
の
よ
う
な
表
記
様
式
を
規
則
と
し
て
意
図
的
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
字
音
語
か
和
語
か
の
区
別
の
意
識
が
薄
ら
ぎ
や
す
い
、

日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
和
語
と
同
等
に
用
い
ら
れ
る
字
音
語
に
、
片
仮
名
表
記
が
出
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
語
形
を
表

音
文
字
に
よ
っ
て
示
す
の
み
で
、
つ
ま
り
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
せ
ず
理
解
さ
れ
得
た
こ
と
も
、
片
仮
名
表
記
が
許
容
さ
れ
た
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
和
語
と
同
等
に
用
い
ら
れ
る
字
音
語
に
対
し
て
の
認
識
も
、
一
様
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
本
敦
で
は
、
和
語
に
対
す
る
宛
字
と
し
て
漢
字
の
音
を
宛
て
る
場
合
を
除
い
て
、
片
仮
名
表
記
が
漢
字
の
音
の
形
で
あ
る
語
は
、
字
音

語
と
し
て
採
取
し
た
が
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
類
の
語
な
ど
、
果
た
し
て
当
時
一
般
に
字
音
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

か
疑
問
の
あ
る
語
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
字
音
語
認
識
に
は
、
当
時
一
般
に
字
音
語
と
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
か
ら
、
個
人
の
レ
ベ

ル
（
字
音
語
に
関
す
る
知
識
、
書
記
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
注
意
を
払
う
か
な
ど
）
で
暖
味
に
な
っ
て
い
る
も
の
ま
で
の
幅
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。現
代
語
の
文
章
に
お
い
て
も
、
特
に
字
音
語
が
副
詞
・
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
、
例
外
的
で
は
あ
る
が
仮
名
表
記
が
見
出
さ

れ
る
（
「
と
く
に
」
「
さ
い
ご
に
」
「
い
っ
ぼ
う
」
な
ど
）
。
こ
れ
ら
の
語
が
仮
名
表
記
さ
れ
る
の
は
、
現
代
語
の
表
記
が
、
自
立
語
で
あ
っ
て
も
副

詞
・
接
続
詞
な
ど
の
副
用
語
は
仮
名
表
記
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
副
用
語
に
字
音
語
出
目
の
も
の
が
少
な
い
こ
と
、
副
用
語
と
し
て
用
い

ら
れ
る
字
音
語
は
意
味
変
化
の
結
果
、
表
記
要
素
と
し
て
の
個
々
の
漢
字
が
本
来
対
応
す
る
意
味
的
単
位
と
、
語
と
し
て
の
意
味
と
の
隔
っ

中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て
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た
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
、
つ
ま
り
字
音
語
と
し
て
の
認
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
各
資
料
の
普
通
名
詞
類
の
用
例
数
を
、
各
資
料
の
言
語
量
（
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
約
二
五
〇
〇
〇
字
・
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
約
三
〇
〇

〇
〇
字
・
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
約
六
〇
〇
〇
〇
字
）
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
が
も
っ
と
も
低
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
　
の
書
記
が
も
っ
と
も
定
稿
本
的
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
　
（
あ
る
い
は
稀
な
）
語
に
つ
い
て
は
、
字
音
語
は
漢
字
表
記
・
和
語
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
表
記
規
則
に
従
お
う
と
す

れ
ば
、
片
仮
名
表
記
は
で
き
る
だ
け
避
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
も
、
表
記
規
則
に
従

う
意
図
を
持
っ
て
、
具
体
的
な
書
記
に
際
し
て
字
音
語
か
和
語
か
の
区
別
に
意
識
的
で
あ
れ
ば
、
避
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
場
合
、

書
記
者
の
字
音
語
認
識
の
質
も
関
わ
る
で
あ
ろ
う
）
。
し
か
し
ま
た
、
普
通
名
詞
類
中
の
平
安
中
・
後
期
和
文
作
品
に
共
通
す
る
字
音
語
の
比
率
は
、

『
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
』
が
も
っ
と
も
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
常
の
言
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
字
音
譜
の
片
仮
名
表
記
は
、
字
音
語
は
漢

字
表
記
・
和
語
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
表
記
規
則
に
従
っ
て
書
記
す
る
限
り
、
必
然
的
に
生
じ
得
る
表
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

三
、
お
わ
り
に

以
上
の
考
察
よ
り
、
本
敦
で
取
り
上
げ
た
漢
字
交
り
片
仮
名
文
資
料
三
文
献
に
見
ら
れ
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
の
語
彙
的
性
格
に
共
通
性

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
語
の
理
解
に
お
い
て
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
固
有
名

詞
に
お
い
て
は
、
品
詞
の
性
格
上
漢
字
の
表
意
性
が
語
の
理
解
に
対
し
て
機
能
し
な
い
の
で
あ
り
、
普
通
名
詞
類
に
お
い
て
は
、
片
仮
名
表

記
さ
れ
て
い
る
語
の
多
く
が
、
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
せ

ず
、
音
形
が
示
さ
れ
る
の
み
で
　
（
つ
ま
り
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
の
み
で
）
語
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
実
際
の
書
記
に
際
し
て
は
、
固
有
名
詞
に
お
い
て
は
、
語
が
内
包
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
た
め
、
漢
字
表
記
を
知
識



と
し
て
記
憶
し
て
い
な
け
れ
ば
、
語
の
意
味
か
ら
漢
字
表
記
を
類
推
で
き
な
い
た
め
に
片
仮
名
表
記
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
漢
字
の
表
意
性
が

語
の
理
解
に
対
し
て
機
能
し
な
い
た
め
、
意
図
的
に
も
片
仮
名
表
記
が
許
容
さ
れ
や
す
い
。
一
方
、
普
通
名
詞
類
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く

を
占
め
る
、
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
語
は
、
字
音
語
と
の
認
識
が
明
瞭
に
持
た
れ
な
か
っ
た
た
め
に
片
仮
名
表
記
さ
れ
や

す
く
、
ま
た
固
有
名
詞
同
様
、
語
の
理
解
に
お
い
て
漢
字
の
表
意
機
能
を
必
要
と
し
な
い
た
め
に
、
片
仮
名
表
記
が
許
容
さ
れ
や
す
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
普
通
名
詞
類
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
性
格
の
語
が
片
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
致
で
取
り
上
げ
た
漢
字
交
り
片
仮

名
文
資
料
三
文
献
の
書
記
者
は
、
字
音
語
は
漢
字
表
記
・
和
語
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
表
記
規
則
に
原
則
と
し
て
従
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

文
献
を
書
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
の
言
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
字
音
語
の
片
仮
名
表
記
が
出
現
す
る
背
景
に

は
、
字
音
語
は
漢
字
表
記
・
和
語
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
漢
字
交
り
片
仮
名
文
の
表
記
様
式
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

な
お
、
本
敦
で
は
、
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
字
音
語
に
共
通
す
る
語
彙
的
性
格
・
ま
た
字
音
語
が
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
表
記
様
式
上
の
理
由

を
見
出
す
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
た
め
、
個
々
の
用
例
の
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
た
、
各
資
料
に

お
け
る
字
音
語
片
仮
名
表
記
の
差
異
性
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
語
に
よ
っ
て
は
意
味
的
な
変
化
と
表
記
の
変

化
と
が
対
応
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
、
各
資
料
や
個
々
の
語
の
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
べ
て
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

小
林
芳
規
博
士
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
　
特
輯
号
3
一
九
七
一
年
三
月
）

片
仮
名
表
記
自
立
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
論
敦
が
あ
る

山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見
」
（
国
語
と
国
文
学
第
4
3
巻
第
望
亨
　
昭
和
四
一
年
一
二
月
）

同
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
－
仮
名
書
自
立
語
の
意
味
す
る
も
の
－
」
（
国
語
と
国
文
学
第
4
5
巻
第
8
号
　
昭
和
四
三
年
八
月
）

中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
片
仮
名
表
記
字
音
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
3
）
　
和
語
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
論
致
が
あ
る

小
林
芳
規
博
士
「
法
華
修
法
百
座
間
書
抄
の
表
記
に
つ
い
て
の
検
証
」
（
王
朝
文
学
第
八
号
－
法
華
修
法
百
座
間
書
抄
特
集
号
－
昭
和
三
八
年
五
月
）

村
田
正
英
氏
「
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
」
　
（
尾
道
短
期
大
学
研
究
紀
要
三
七
－
二
一
九
八
八
年
一
〇
月
）

（
4
）
．
「
拗
音
に
つ
い
て
片
仮
名
交
り
文
、
特
に
本
文
と
傍
訓
の
表
記
の
違
い
か
ら
知
り
得
る
事
－
漢
字
音
考
察
の
「
b
－
」
（
国
語
と
国
文
学
第
三
八
巻

第
八
・
九
号
　
昭
和
三
六
年
八
・
九
月
）

（
5
）
　
鏡
昧
明
克
氏
「
固
有
名
詞
」
　
（
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』
第
一
巻
　
語
彙
原
論
）

（
6
）
　
『
平
安
時
代
語
新
論
』
第
三
編
本
論
　
第
四
章
語
彙
　
第
四
節
漢
語
の
諸
問
題

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
四
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
、
加
筆
し
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
・
山
内
洋
一
郎
先
生
・
沼
本
克
明
先
生
・
金
子
彰
氏
・
原
卓
志
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
学
恩

に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。




